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明治大学博物館2022年度特別展

新しいお殿様
ー所替 ・ その後ー

特集

あ
な
た
の
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ら
な
い

　
　
　
　

   
江
戸
時
代
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新
し
い
お
殿
様 ―

所
替
・
そ
の
後―

　
江
戸
時
代
に
は
幕
府
の
命
令
で
大
名
の
領
地
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
所
替
、

転
封
な
ど
と
言
い
ま
す
。
ひ
と
た
び
所
替
と
な
れ
ば
大
名
は
親
し
ん
だ
領
地
を
離
れ
、
新
し
い
お
殿

様
と
し
て
見
知
ら
ぬ
土
地
を
治
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
代
人
の
私
た
ち
だ
っ
て
、
住
む
所
が
変

わ
っ
た
り
、
転
勤
し
た
り
、
は
た
ま
た
会
社
が
遠
く
離
れ
た
土
地
に
移
転
す
る
と
な
れ
ば
、
新
し
い

生
活
に
苦
労
は
つ
き
も
の
。
思
わ
ぬ
事
態
に
頭
を
抱
え
る
事
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
江
戸
時
代

と
な
れ
ば
、
武
士
た
ち
の
所
替
の
苦
労
は
並
大
抵
で
は
な
い
よ
う
で…

展
示
で
は
こ
れ
ま
で
語
ら
れ

る
事
の
な
か
っ
た
所
替
の
そ
の
後
、
新
し
い
お
殿
様
に
よ
る
統
治
の
始
ま
り
に
迫
り
ま
す
。

日本東西道中画

　舞
台
は
？

　
延
享
４
年
（
１
７
４
７
）
３
月
、
磐
城
平
領
（
現
・
福
島
県
い
わ
き
市
）
を

治
め
て
い
た
大
名
の
内
藤
家
は
、
延
岡
領
（
現
・
宮
崎
県
延
岡
市
）
に
所
替
を

命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
内
藤
家
に
と
っ
て
こ
の
所
替
は
青
天
の
霹
靂
。
予
想
も
し

な
い
こ
と
で
し
た
。
江
戸
藩
邸
に
い
た
藩
主
・
内
藤
政
樹
は
、
こ
の
所
替
が
う

ま
く
い
く
か
気
を
も
ん
で
い
ま
し
た
。
内
藤

家
が
磐
城
平
に
入
っ
た
の
は
元
和
８
年
（
１

６
２
２
）
の
こ
と
。
そ
れ
か
ら
１
２
５
年
も

た
っ
て
い
た
の
で
、
所
替
に
つ
い
て
の
勝
手
が

わ
か
ら
ず
、
さ
ら
に
新
し
い
領
地
は
遠
い
延

岡
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
藩
士
達
は
、
磐
城
平

か
ら
延
岡
へ
、
約
一
ヶ
月
半
も
か
け
て
移
動

し
、
８
月
12
日
に
前
領
主
の
牧
野
家
か
ら
城

と
領
地
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。
さ
あ
、
延
岡
領

で
内
藤
藩
の
新
し
い
統
治
が
始
ま
り
ま
す
。

　内
藤
家
っ
て
ど
ん
な
大
名
？

 

　
内
藤
家
は
７
万
石
の
譜
代
大
名
。
上
の
絵
は
関
ケ
原
の
前
哨
戦
、
伏
見
城
の

戦
い
で
城
を
守
っ
て
敵
を
撃
つ
内
藤
家
長
の
姿
で
す（「
関
原
合
戦
画
巻
」注
１
）。

内
藤
家
は
三
河
（
現
・
愛
知
県
）
時
代
か
ら
徳
川
家
に
仕
え
ま
し
た
。
家
長
の

姿
は
、
こ
の
絵
巻
の
他
に
、「
内
藤
家
長
・
馨
崇
院
画
像
」（
レ
プ
リ
カ
展
示
／

原
本
は
延
岡
城
・
内
藤
記
念
博
物
館
所
蔵
）
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　内
藤
藩
の
新
し
い
領
地
は
？

　
御
城
が
あ
っ
た
の
は
日
向
国
（
現
・
宮
崎
県
）
臼
杵
郡
で
す
が
、
飛
地
を
日

向
国
宮
崎
郡
、
豊
後
国
（
現
・
大
分
県
）
3
郡
（
大
分
・
速
見
・
国
東
）
に

有
し
て
い
ま
し
た
。展
示
で
は「
筑
後
筑
前
豊
後
豊
前
四
ヶ
国
之
図
」（
注
２
）、「
肥

後
日
向
両
国
之
図
」（
注
３
）、「
延
岡
御
城
附
絵
図
（
臼
杵
郡
全
図
）」（
注
４
）

な
ど
の
大
型
絵
図
を
出
展
し
ま
す
。
江
戸
時
代
の
絵
図
で
領
地
を
じ
っ
く
り
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　旧
領
と
新
領
、
何
が
違
っ
た
？

　
一
番
の
違
い
は
領
地
が
西
国
で
江
戸
か
ら
遠
い
と
い
う
こ
と
で
す
。大
名
は
江

戸
藩
邸
と
領
地
の
両
方
に
家
臣
を
配
置
し
て
い
ま
す
。3
日
程
度
で
行
き
来
で
き

た
旧
領
地
と
違
い
、藩
内
で
意
思
決
定
を
す
る
だ
け
で
も
日
数
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、西
国
に
は
大
坂
や
長
崎
に
幕
府
の
支
配
拠
点
が
あ
り
、こ
れ
へ
の
対
応
も

必
要
で
し
た
。展
示
で
は
、江
戸
か
ら
長
崎
ま
で
を
描
い
た「
日
本
東
西
道
中
画
」

（
注
５
）と
共
に
、所
替
で
新
た
に
生
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
紹
介
し
ま
す
。

　ど
ん
な
苦
労
が
あ
っ
た
の
？

　
一
番
の
問
題
は
お
金
。
大
坂
で
新
し
く
商
人
と
の
関
係
を
築
く
必
要
が
あ
り
、

内
藤
藩
は
物
資
の
調
達
や
西
国
の
経
済
圏
に
適
応
す
る
こ
と
に
苦
労
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
延
岡
城
も
家
中
屋
敷
も
傷
み
が
ひ
ど
く
、
こ
れ
ら
の
修
復
も
必
要
で
し
た
。

所
替
で
苦
労
し
た
藩
士
達
で
し
た
が
、
さ
ら
に
禄
高
の
支
給
率
を
下
げ
る
命
令
も

出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。「
日
向
国
延
岡
城
石
垣
築
直
堀
浚
之
絵
図
」（
注
６
）
や

所
替
後
に
出
さ
れ
た
藩
士
へ
の
禄
高
支
給
に
関
す
る
命
令
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　領
民
と
の
関
係
は
？

　
磐
城
平
を
離
れ
る
時
に
は
、
特
別
な
関
係
が
あ
っ
た
旧
領
の
領
民
の
中
に
は
、

延
岡
へ
の
荷
物
輸
送
を
手
伝
う
者
も
、
延
岡
へ
つ
い
て
行
っ
て
仕
え
た
い
と
願
う

者
も
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
領
民
の
内
藤
家
へ
の
特
別
な
思
い
入
れ
が
窺
え
ま
す
。

新
領
で
は
税
を
取
り
立
て
る
領
主
と
し
て
、
所
替
早
々
に
一
揆
に
も
遭
い
ま
す
が
、

橋
や
水
利
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
分
担
し
た
り
、
城
下
の
御
祭
り
に
藩
の
武

具
を
貸
し
出
し
た
り
と
、
税
を
取
る
・
取
ら
れ
る
と
い
う
だ
け
の
関
係
で
は
な

い
姿
も
見
え
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
内
藤
家
は
磐
城
平
を
離
れ
る
際
に
家
臣
の

リ
ス
ト
ラ
を
し
て
い
た
の
で
、
転
封
後
1
、2
年
は
新
領
の
領
民
か
ら
実
務
を
担

え
る
人
材
を
集
中
的
に
召
し
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
様
子
を「
古
由
緒
書
」

（
注
７
）
や
「
今
山
八
幡
宮
御
神
幸
行
列
絵
巻
」（
パ
ネ
ル
展
示
／
延
岡
城
・
内

藤
記
念
博
物
館
所
蔵
）
な
ど
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主　　催　明治大学博物館
会　　場　博物館特別展示室
会　　期　2022年10月14日（金）
　　　　　～12月14日（水）
開館時間
平　日10:00～17:00（入館は16:30まで）
土曜日10:00～15:00（入館は14:30まで）
特別展示室は初日のみ12時オープン
休　　館　
日祝日、11月１日（火）の本学創立記念祝日

関原合戦画巻　内藤家長

延岡御城附絵図（臼杵郡全図） 肥後日向両国之図 筑後筑前豊後豊前四ヶ国之図

＊
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。
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収
６
。
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。
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所
蔵
表
記
の
な
い
資
料
は
全
て

明
治
大
学
博
物
館
所
蔵

10月14日12:00開幕 入場無料
なんと！

今山八幡宮御神幸行列絵巻（部分）

て
ん
ぽ
う

い
わ
き
た
い
ら

へ
き
れ
き

い
た

あ
う
か
が

け
い
す
う
い
ん

つ
か

見どころ　新領地は、江戸からとにかく遠かった！8ｍを超える「日本東西道中画」で江戸から西国への道のりを体感してください。

見どころ　絵図！絵図！！絵図！！！　なかなか見る事が出来ない大型絵図を４点出展します。この機会をお見逃しなく。

と
こ
ろ
が
え

う
す
き



宮本真也副館長着任
NEWS 01

知らなかった！！
江戸時代に

そんなことがあったの？

日本東西道中画

展示の世界がどんどん広がる展示関連講演会も開催します。

 今山八幡宮御神幸行列絵巻（部分）

リバティアカデミー特別企画
明治大学博物館2022年度特別展開幕記念講演会
 「幕末期、民衆の所領替え反対運動」
講　　師　　明治大学文学部准教授　野尻泰弘
日　　時　　10月15日（土）10時半からzoom配信開始（申込締切10/14（金）10：00）
　　　　　　10月28日（金）24時配信終了
定　　員　　480名
講座の詳細と申し込みは下記URLから
　　　　　　URL　https://academy.meiji.jp/course/detail/6163/
聴講方法　　配信開始時刻にEメールで視聴URLをご案内いたします。

参加費
無料

事前
申込制

参加費
無料

事前
申込制

　講演内容
　江戸時代、どの土地を誰が支配するかを決めるのは、将軍の専権事項でした。たとえば大名の配置転換である転封が
それです。転封に反対するのは幕府の統治に従わないということになり、幕府の権威に関わる大問題になるのです。
　ところが、被支配者である民衆はしばしば領地の変更を拒み、反対運動を展開しました。それは駕籠訴という非合法な
方法で決行されることが多くありました。この民衆たちの行動からは、当時の社会の様子が読み取れます。本講演会では、
越前国（現・福井県）で発生した所領替えに関わる民衆運動を観察します。そして、運動の主体であった民衆はもちろん
のこと、複雑に混迷した近世社会を眺めます。

リバティアカデミー特別企画とは
特別企画は、通常のプログラムにはない貴重な「マナビ」を体験できる企画で、会員以外の方でも自由に参加いただけます。

　
２
年
間
副
館
長
と
し
て
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
長
尾
進
教
授
（
国
際
日
本
学
部
）

の
後
任
と
し
て
、
去
る
４
月
１
日
、
情

報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
宮
本
真

也
教
授
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
制
約
の
多
い
学
生

生
活
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
大
学
が
取

り
組
む
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
一
環
と
し
て
、

収
蔵
品
を
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
施
設
で
特

別
閲
覧
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
始
め
ま
し
た
。

5
月
21
日
の
第
１
回
は
豊
臣
秀
吉
や
徳

川
家
光
、
譜
代
大
名
内
藤
家
ゆ
か
り
の

古
文
書
を
手
に
取
っ
て
実
見
。
第
２
回
、

３
回
は
考
古
学
の
展
示
を
見
学
の
後
、

土
器
へ
の
注
記
体
験
、
埴
輪
の
接
合
体

験
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
定
員
は
各
回

12
名
で
す
が
、
日
本
史
や
考
古
学
の
専

攻
生
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
学
部
か
ら

学
生
が
集
ま
り
、
め
っ
た
に
で
き
な
い
経

験
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
企
画
展
「
古
代
常
陸
の
雄
・
三
昧
塚

古
墳
」（
会
期
7
月
8
日
〜
８
月
７
日
）

の
開
催
に
合
わ
せ
、
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス

内
の
喫
茶
施
設
「
カ
フ
ェ
パ
ン
セ
」
に
て
、

「
三
昧
塚
古
墳
発
掘
カ
レ
ー
」
を
提
供
し

ま
し
た
。
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
博
物
館
学
生

広
報
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
が
提
案
し
、
カ
フ
ェ

パ
ン
セ
と
共
同
開
発
し
た
も
の
で
す
。
れ

ん
こ
ん
や
干
し
い
も
な
ど
茨
城
県
の
名

産
を
ち
り
ば
め
、
前
方
後
円
墳
型
に
盛

ら
れ
た
ラ
イ
ス
を
ス
コ
ッ
プ
型
の
ス
プ
ー

ン
で
発
掘
す
る
と
、
中
か
ら
ト
ッ
ピ
ン
グ

（
遺
物
）
が
出
現
す
る
な
ど
趣
向
を
凝
ら

し
ま
し
た
。
完
売
日
が
相
次
ぎ
、
ご
来

館
の
皆
さ
ま
に
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

ワークショップ＠バックヤードの開催NEWS 02

企画展コラボメニューを
学生と共同開発

NEWS 03

　専門は社会学、社会哲学です。現在の地平だけで私たちは
考えたり、説明を試みますが、博物館を訪れるたびに気づかさ
れるのは、そうした試みがおちいりがちな単純さです。博物館
運営に携わってから多くの資料を、スタッフのみなさんから紹
介していただいてきましたが、そのつど自分の知識と経験の時
代的制限を実感しました。この「常識」を揺さぶられるような「学
び」の楽しみを、より多くの学生や市民のみなさんにも共有し
ていただけますよう、尽力して参りたいと考えております。 宮本真也副館長

城下町延岡における祭礼
～今山八幡宮御神幸行列を題材に～
講　　師　　延岡城・内藤記念博物館　博物館係長（学芸員） 　増田 豪
日　　時　　11月16日（水）14:00から15:30　
会　　場　　明治大学博物館教室（オンラインで同時配信）
定　　員　　対面聴講定員20名、zoom聴講定員80名
10月14日から明治大学博物館ホームページで申し込み方法を告知します。

　講演内容
　展覧会では、延岡城下で行われていた祭礼の様子を描いた「今山八幡宮御神幸行列絵巻」の画像をパネル展示します。
これに合わせ、絵巻の原本を所蔵する延岡城・内藤記念博物館の学芸員が、絵巻に描かれた行列の成り立ちと、そこに描か
れた行列の内容について解説します。

てんぽう

か  ご  そ



　
こ
の
資
料
群
は
、
こ
と
わ
ざ
研

究
の
第
一
人
者
で
あ
る
時
田
昌
瑞

氏
が
半
生
を
か
け
て
収
集
さ
れ
て

き
た
も
の
で
あ
る
。
時
田
氏
は
２
０
０
６
年
に
設
置
さ
れ
た
明

治
大
学
研
究
・
知
財
戦
略
機
構
の
特
定
課
題
研
究
ユ
ニ
ッ
ト「
明

治
大
学
こ
と
わ
ざ
学
研
究
所
」（
研
究
代
表
者
:山
口
政
信
法

学
部
教
授
・
現
本
学
名
誉
教
授
）
の
客
員
研
究
員
と
な
っ
て
い

た
。
こ
の
研
究
所
に
は
、
山
口
教
授
の
他
に
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
研

究
の
森
洋
子
理
工
学
部
教
授
（
本
学
名
誉
教
授
）、
絵
解
き
研

究
の
林
雅
彦
法
学
部
教
授
（
同
）、
こ
と
わ
ざ
社
会
心
理
学
の

穴
田
義
孝
政
治
経
済
学
部
教
授
（
同
）
ら
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー

が
名
を
連
ね
て
い
た
。
時
田
氏
は
共
同
研
究
へ
の
参
画
を
契
機

に
、
こ
と
わ
ざ
研
究
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
本
学
に
対
し
て
自

身
の
資
料
を
寄
贈
す
る
こ
と
を
思
い
立
た
れ
た
。
時
田
氏
の
資

料
は
、
大
別
し
て
、
こ
と
わ
ざ
を
収
録
し
た
古
文
献
、
こ
と
わ

ざ
に
関
す
る
研
究
書
、
こ
と
わ
ざ
か
る
た
を
中
心
と
す
る
か
る

た
類
、
こ
と
わ
ざ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
絵
画
資
料
や
工
芸
品
等

の
立
体
物
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
内
、
古
文
献
と
研
究
書

に
つ
い
て
は
本
学
図
書
館
へ
、
そ
れ
以
外
の
資
料
は
博
物
館
が

受
贈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　テ
キ
ス
ト
と
図
像
の
組
み
合
わ
せ

　
２
０
０
８
、
２
０
０
９
年
の
両
年
度
に
か
け
て
博
物
館
が
受

贈
し
た
資
料
は
１
４
５
０
点
に
の
ぼ
る
。
今
回
の
企
画
展
に
出

展
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
内
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か

け
て
の
絵
画
資
料
で
あ
る
（
一
部
、
現
代
に
至
る
立
体
物
を
含

む
）。
こ
と
わ
ざ
を
人
々
の
間
に
流
布
さ
せ
た
媒
体
と
し
て
、

こ
と
わ
ざ
と
図
像
の
組
み
合
わ
せ
を
複
数
掲
載
し
た
刷
り
物
を

紹
介
し
た
が
、
字
札
と
絵
札
を
組
み
合
わ
せ
た
か
る
た
も
ま
た
、

同
じ
パ
タ
ー
ン
で
こ
と
わ
ざ
を
表
現
す
る
格
好
の
媒
体
で
あ
っ

た
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
れ
ら
も
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
た
古
文

献
と
と
も
に
「
こ
と
わ
ざ
集
」
の
１
ジ
ャ
ン
ル
を
構
成
す
る
も

の
と
言
え
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
存
在
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、

こ
と
わ
ざ
が
口
承
や
テ
キ
ス
ト
と
し
て
伝
承
さ
れ
る
ば
か
り
で

は
な
く
、
図
像
と
し
て
非
常
に
豊
か
な
表
現
方
法
を
生
み
出
し

て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

●
錦
絵
・
刷
り
物
・
印
刷
物
　
江
戸
時
代
か
ら
明
治

初
期
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
カ
ラ
ー
木
版
印
刷
に
よ
る
錦
絵

は
、
こ
と
わ
ざ
集
の
体
裁
を
備
え
た
も
の
と
（
写
真
１
）、
一
つ

の
こ
と
わ
ざ
を
採
り
上
げ
た
（
写
真
２
）
２
種
に
分
か
れ
る
。

こ
と
わ
ざ
は「
譬
え（
＝
例
え
）」と
も
呼
ば
れ
、論
評（
見
立
て
）

に
お
け
る
寸
評
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
歴
史
上
の

人
物
や
芸
能
者
な
ど
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
テ

キ
ス
ト
の
み
の
一
覧
形
式
の
も
の
と
、
論
評
の
対
象
を
描
い
て
こ

と
わ
ざ
を
付
し
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
引
き
札
を
は
じ
め
、

縁
起
の
よ
い
こ
と
わ
ざ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
印
刷
物
も
数
多
く
作

製
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
写
真
３
）。

●
か
る
た
　
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
最
も
大
き
な
比
重
を
占

め
る
の
が
、
か
る
た
で
あ
る
。
い
ろ
は
47
文
字
を
頭
文
字
と
す

る
こ
と
わ
ざ
か
る
た
に
は
、
江
戸
を
中
心
に
出
回
っ
た
「
犬
も

歩
け
ば
棒
に
あ
た
る
」
で
は
じ
ま
る
「
江
戸
系
い
ろ
は
か
る
た
」

と
、
そ
れ
と
は
全
く
異
な
っ
た
構
成
に
よ
る
関
西
に
流
布
し
た

「
上
方
系
い
ろ
は
か
る
た
」（
写
真
４
）
の
二
つ
の
系
統
が
あ
る
。

か
る
た
は
時
期
的
に
も
江
戸
末
期
か
ら
現
代
の
も
の
ま
で
が
揃

い
、
近
代
以
降
、
江
戸
系
の
構
成
を
部
分
的
に
改
変
し
た
「
新

案
系
い
ろ
は
か
る
た
」、
江
戸
・
関
西
が
混
在
す
る
「
混
交
形

い
ろ
は
か
る
た
」
と
い
っ
た
内
容
構
成
の
変
化
を
追
う
こ
と
が

で
き
る
。
さ
ら
に
、こ
と
わ
ざ
か
る
た
と
は
別
に「
郷
土
か
る
た
」

「
学
習
か
る
た
」「
文
芸
・
芸
術
系
か
る
た
」「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

か
る
た
」
も
充
実
し
、
札
の
大
き
さ
、
素
材
、
絵
柄
や
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
の
変
化
、
そ
の
時
代
特
有
の
空
気
の
反
映
な
ど
、

我
が
国
に
お
け
る
か
る
た
文
化
を
総
合
的
に
俯
瞰
す
る
だ
け
の

材
料
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

　こ
と
わ
ざ
の
生
活
文
化
へ
の
沈
着

　
時
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
す
ご
い
と
こ
ろ
は
、
こ
と
わ
ざ
自
体
が

記
さ
れ
た
文
献
資
料
ば
か
り
で
は
な
く
、
立
体
物
を
含
む
あ
ら
ゆ

る
物
品
に
及
ん
で
い
る
点
に
あ
る
。
つ
ま
り
、「
こ
と
わ
ざ
」
に
ま

つ
わ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
手
当
た
り
次
第
に
入
手
し
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
が
、
結
果
と
し
て
こ
の
こ
と
が
我
が
国
に
お
け
る
こ
と

わ
ざ
文
化
の
深
み
を
見
事
に
証
明
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
立
体
物
に
は
、
図
像
表
現
の
発
展
形
と
も
言
え
る
こ
と
わ

ざ
自
体
を
立
体
像
で
表
現
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
実
用
の

道
具
類
に
こ
と
わ
ざ
の
図
柄
が
あ
し
ら
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
生

活
空
間
へ
の
こ
と
わ
ざ
文
化
の
沈
着
と
い
う
点
か
ら
、
非
常
に
重

要
な
意
味
を
な
す
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
言
え
る
。
人
々
は
か
く
も
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
わ
ざ
に
囲
ま
れ
て
生
活
を
営
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

本
年
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
企
画
展
の
出
展
品
は
、

館
蔵
の
「
時
田
昌
瑞
こ
と
わ
ざ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
一
部
で
あ
る
。

今
回
は
、
そ
の
来
歴
と
全
体
像
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

こ
・
と
・
わ
・
ざ 

―
風
刺
と
ユ
ー
モ
ア
（
会
期
:２
０
２
２
年
５
月
21
日
〜
６
月
25
日
・
終
了
）

外
山
　徹
（
商
品
部
門
学
芸
員
）

時
田
昌
瑞
こ
と
わ
ざ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン●

絵
画・工
芸
　こ
と
わ
ざ
に
は
哲
学
的
な
含
意
の
あ
る
も

の
や
、縁
起
の
よ
さ
に
関
わ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、古
く
か
ら

絵
画
や
彫
刻
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
も
好
ま
れ
て
き
た（
写
真
５・

６
）。工
芸
品
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
に
は
、こ
と
わ
ざ
そ
れ
自
体
を
立

体
像
と
し
て
表
現
し
た
も
の
と
、器
物
の
絵
柄
と
し
て
こ
と
わ
ざ

が
用
い
ら
れ
た
も
の
の
2
種
に
分
か
れ
、後
者
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
豊
富
で
あ
る
。江
戸
時
代
、刀
装
具
や
根
付
に
、好
ん
で
こ
と
わ

ざ
が
モ
チ
ー
フ
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は
興
味
深
い
。こ
の
場
合
、

字
句
が
記
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、見
る
人
は
造
形
か
ら
即
座

に
そ
の
含
意
を
理
解
し
た
は
ず
で
あ
る
。「
鯉
の
滝
上
り
」の
よ
う

な
縁
起
も
の
と
い
う
よ
り
は
、刀
の
鍔
に「
猿
猴
が
月
」（
写
真
７
）、

「
蟷
螂
の
斧
」な
ど
、洒
落
っ
気
の
あ
る
も
の
が
印
象
的
で
あ
る
。

●
生
活
資
料
・
現
代
商
品
　
工
芸
品
の
よ
う
に
繊
細
な

意
匠
を
凝
ら
し
た
高
級
品
ば
か
り
で
は
な
く
、
庶
民
が
日
々
の

暮
し
の
中
で
使
用
し
た
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
用
品
の
中
に
こ
と
わ

ざ
は
浸
透
し
て
い
た
。
陶
磁
製
の
皿
鉢
類
（
写
真
８
）
や
着
物

に
羽
織
・
半
纏
と
い
っ
た
染
織
品
（
写
真
９
）、
装
飾
調
度
か
ら

商
業
看
板
に
至
る
ま
で
。
そ
の
多
く
は「
一
富
士
、二
鷹
、三
茄
子
」

や
「
瓢
箪
か
ら
駒
」「
竹
に
虎
」
な
ど
で
、
縁
起
物
と
し
て
の
性

格
を
有
す
る
も
の
が
目
立
つ
が
、
こ
と
わ
ざ
と
い
う
も
の
は
か
く

も
日
本
人
の
生
活
の
奥
深
く
に
入
り
込
ん
で
い
た
も
の
か
と
、
つ

く
づ
く
感
じ
入
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
現
在
も
な
お
、
ま
た
、
未

来
に
向
け
て
文
化
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
も
の
に
違
い
な
い
。

写真１　教訓いろはたとへ　歌川芳盛（1862）写真２　「玉磨かざれば光なし（小野篁）」（19Ｃ後期）

写真３　引き札「瓢箪から駒」（1902）

写真４　上方系いろはかるた（19Ｃ後期）

写真５
「提灯に釣鐘」
野々口立圃
（17Ｃ後期・

部分）

写真６　木彫
「韓信の股くぐり」
（19～20Ｃ）

写真７
　鍔「猿猴が月」
（18～19C）

写真８　磁器小皿（19～20Ｃ）

写真９　
長着「瓢箪から駒」（19～20Ｃ）

た
と

ね 

つ
け

つ
ば

え
ん
こ
う

と
う
ろ
う

お
の

ひ
ょ
う
た
ん

そ
う
そ
う

は
ん
て
ん



輪
の
配
列
と
、
形
象
埴
輪
群
の
構
成
を

検
討
し
、
ど
の
よ
う
な
影
響
下
で
成
立

し
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

2  

円
筒
埴
輪
列

　
三
昧
塚
古
墳
は
葺
石
を
も
た
な
い
2

段
築
成
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
が
、２
０

０
０
年
に
明
治
大
学
考
古
学
研
究
室
が

協
力
し
た
玉
造
町
（
当
時
）
の
発
掘
調

査
で
、
最
下
段
に
墳
丘
に
沿
っ
た
形
の

基
壇
部
が
巡
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る

（
小
林
編
2
0
0
1
）。
円
筒
埴
輪
列

は
、
初
回
の
調
査
に
お
い
て
墳
丘
最
上
段
の
平
坦
部
と
墳

丘
中
段
（
2
段
目
）
テ
ラ
ス
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
い
ず

れ
も
後
円
部
か
ら
前
方
部
に
連
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

最
上
段
に
つ
い
て
は
、
調
査
時
の
写
真
の
検
討
か
ら
「
17
」

の
注
記
が
あ
る
個
体
（
重
文
附
17
番
）
が
後
円
部
北
西
の

個
体
で
あ
る
こ
と
が
小
澤
重
雄
氏
（
茨
城
県
立
歴
史
館
首

席
研
究
員
）
に
よ
り
特
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
調
査
図
面

と
の
照
合
か
ら
、注
記「
B
4
」の
個
体（
重
文
附
22
番
）
が

墳
丘
中
段
の
西
側
く
び
れ
部
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
判
明

1 

三
昧
塚
古
墳
と
は

　
茨
城
県
行
方
市
玉
造
町
沖
洲
に
所
在
す
る
三
昧
塚
古
墳

は
、
全
長
87
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
１
９
５
５
年
、

霞
ケ
浦
の
堤
防
建
設
の
た
め
の
土
取
り
工
事
に
よ
る
破
壊

を
契
機
と
し
て
、
茨
城
県
に
よ
る
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。

調
査
に
は
明
治
大
学
考
古
学
研
究
室
の
後
藤
守
一
教
授
、

大
塚
初
重
助
手
（
い
ず
れ
も
当
時
）
が
加
わ
り
、
後
円
部

の
中
央
か
ら
国
内
で
唯
一
の
馬
形
飾
付
金
銅
製
冠
の
ほ
か
、

2
千
点
以
上
に
及
ぶ
お
び
た
だ
し
い
武
器
・
武
具
・
鏡
・

装
飾
品
類
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
組
合
式
箱
式
石
棺
が
出
土

し
た
こ
と
で
、
茨
城
県
を
代
表
す
る
古
墳
と
し
て
注
目
さ

れ
て
き
た
。
年
代
は
５
世
紀
末
頃
（
T
K
47
型
式
期
）
と

考
え
ら
れ
、
２
０
１
８
年
に
は
主
要
な
出
土
品
が
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
三
昧
塚
古
墳
と
い
え
ば

こ
う
し
た
副
葬
品
に
注
目
が
集
ま
り
が
ち
で
あ
る
が
、
埴

輪
も
相
当
数
が
出
土
し
て
い
る
。
円
筒
埴
輪
の
ほ
か
、
家
・

馬
な
ど
の
動
物
・
力
士
な
ど
人
物
の
形
象
埴
輪
が
知
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
茨
城
県
内
に
お
け
る
人
物
・
動
物

埴
輪
の
初
期
の
例
で
あ
る
と
み
ら
れ
て
お
り
、
副
葬
品
と

同
様
に
古
墳
時
代
の
首
長
間
関
係
を
考
え
る
う
え
で
重
要

な
手
が
か
り
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
で
は
、
円
筒
埴

し
た
。
古
相
を
示
す
と
さ
れ
る
方
形
の
透
孔
が
あ
る
個
体

は
注
記
が
な
い
た
め
出
土
位
置
は
不
明
で
あ
る
が
、
今
後

配
列
場
所
と
各
個
体
の
特
徴
の
分
析
が
期
待
さ
れ
る
。

　
な
お
、
調
査
時
の
埴
輪
検
出
図
で
は
中
段
の
前
方
部
端

に
も
基
底
部
と
み
ら
れ
る
ド
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
少

な
く
と
も
中
段
の
埴
輪
列
は
全
周
し
て
い
た
可
能
性
が
高

い
。
ま
た
、
２
０
０
０
年
の
調
査
で
墳
丘
の
東
側
・
西
側

か
ら
朝
顔
形
埴
輪
の
破
片
が
出
土
し
て
お
り
、
普
通
円
筒

埴
輪
列
に
朝
顔
形
埴
輪
が
数
個
お
き
に
加
わ
る
構
成
で

あ
っ
た
と
み
て
よ
い
（
小
林
編
前
掲
書
）。
な
お
、
朝
顔
形

埴
輪
は
肩
部
に
円
形
の
透
孔
が
開
け
ら
れ
る
玉
里
舟
塚
古

墳
な
ど
と
同
様
の
タ
イ
プ
で
あ
る
と
い
う
。

　
円
筒
埴
輪
列
に
つ
い
て
、『
三
昧
塚
古
墳
』（
斎
藤
ほ
か

1
9
6
0
）
で
は
、
南
西
側
墳
丘
裾
部
か
ら
形
象
埴
輪
が

集
中
し
て
出
土
し
て
い
る
点
、
墳
丘
の
反
対
側
の
南
東
裾

で
は
、
か
つ
て
1
m
間
隔
で
芋
穴
が
掘
ら
れ
、
埴
輪
が
出

土
し
て
い
た
こ
と
を
評
価
し
て
裾
部
に
3
重
目
の
埴
輪
列

（
形
象
埴
輪
を
含
む
）が
巡
る
と
推
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、

２
０
０
０
年
に
検
出
さ
れ
た
8
カ
所
の
基
壇
部
で
は
埴
輪

15
体
以
上
で
茨
城
県
内
で
は
玉
里
舟
塚
古
墳
に
次
ぐ
規
模

で
あ
る
。
墳
丘
南
西
部
に
造
り
出
し
が
な
い
こ
と
か
ら
、

幅
約
３
ｍ
の
基
壇
部
に
配
列
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

力
士
以
外
の
人
物
埴
輪
が
か
な
り
小
型
に
作
ら
れ
て
い
る

の
は
、
狭
い
基
壇
部
内
に
形
象
埴
輪
群
を
収
め
る
必
要
が

あ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　
で
は
、
三
昧
塚
古
墳
の
形
象
埴
輪
群
の
系
譜
は
ど
の
地

域
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
構
成
か
ら
見
る
と
、

人
物
に
よ
る
儀
礼
と
馬
・
鹿
を
複
数
並
べ
る
場
と
い
う
２

種
の
シ
ー
ン
を
有
す
る
点
で
5
世
紀
後
半
の
保
渡
田
八
幡

塚
古
墳
（
群
馬
県
）
外
堤
A
区
形
象
埴
輪
群
と
の
関
係

を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
同
群
は
54
点
で
構
成
さ
れ
る
が
、

双
脚
立
像
の
力
士
、
壺
を
持
つ
人
物
、
２
種
の
馬
、
鹿
、

甲
冑
も
あ
り
、
跪
く
人
物
も
近
隣
の
保
渡
田
Ⅶ
遺
跡
で
出

土
例
が
あ
る
な
ど
共
通
点
が
多
い
こ
と
か
ら
、
三
昧
塚
古

墳
の
形
象
埴
輪
群
は
、
同
古
墳
と
相
通
ず
る
埴
輪
祭
祀
の

考
え
方
の
な
か
で
製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
。

造
形
表
現
や
製
作
技
法
の
差
異
な
ど
課
題
は
あ
る
が
、
同

地
域
と
の
比
較
研
究
を
今
後
も
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

　
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
資
料
の
実
見
等
で
茨
城
県
立

歴
史
館
の
小
澤
重
雄
氏
よ
り
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
記

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

主
要
参
考
・
引
用
文
献

小
林
三
郎
編
2
0
0
1 『
三
昧
塚
古
墳
第
３
次
発
掘
調
査
報
告
書
』

　
玉
造
町
遺
跡
調
査
会
・
玉
造
町
教
育
委
員
会

斎
藤
忠
・
大
塚
初
重
・
川
上
博
義
1
9
6
0
『
三
昧
塚
古
墳
―
茨

　
城
県
行
方
郡
玉
造
町
所
在
―
』
茨
城
県
教
育
委
員
会

伝
田
郁
夫
2
0
0
4
「
茨
城
県
行
方
郡
玉
造
町
所
在
三
昧
塚
古
墳

　
出
土
形
象
埴
輪
の
資
料
整
理
報
告
（
２
０
０
４
年
）」『
茨
城
の
形

　
象
埴
輪
』
茨
城
県
立
歴
史
館
、
pp
・
2
6
1
〜
2
7
0

の
基
底
部
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
出
土
し
た
埴
輪
片
も
多

く
が
胴
部
以
上
で
あ
り
、
裾
部
（
基
壇
部
）
に
3
重
目
の

埴
輪
列
が
巡
っ
て
い
た
の
か
、
明
確
に
は
判
断
し
が
た
い
。

現
状
で
は
、
確
実
な
円
筒
埴
輪
列
は
2
重
で
あ
る
。

3  

形
象
埴
輪
群
の
構
成

　
こ
れ
ま
で
の
報
告
で
は
、家
４
、人
物
６
（
跪
く
人
物
１
、

力
士
２
、女
子
１
、男
子
２
）、馬
3（
う
ち
飾
馬
１
）、鹿
１
、

犬
？
１
（
報
告
書
で
は
20
点
程
度
と
推
測
）
と
さ
れ
る
。

茨
城
県
立
歴
史
館
所
蔵
資
料
を
筆
者
が
実
見
し
た
限
り
で

は
、
人
物
の
腕
は
接
合
資
料
を
含
め
て
13
点
で
あ
る
。
ま

た
、
人
物
が
頭
の
上
に
載
せ
た
か
捧
げ
持
っ
た
と
思
わ
れ

る
壺
も
あ
る
。
人
物
の
台
部
は
６
点
あ
り
、
双
脚
立
像
と

み
ら
れ
る
2
体
の
力
士
（
重
文
指
定
資
料
の
尻
・
腰
前
部
）

と
あ
わ
せ
る
と
、
人
物
は
８
体
以
上
と
な
る
。
跪
く
人
物
、

力
士
、
壺
を
持
つ
人
物
の
存
在
か
ら
、
王
を
中
心
と
す
る

儀
礼
シ
ー
ン
が
表
現
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
動
物

の
脚
部
は
、馬
と
み
ら
れ
る
底
径
10
㎝
程
の
も
の
６
点
、鹿
、

犬
、
猪
な
ど
他
の
動
物
と
考
え
ら
れ
る
底
径
５
㎝
程
の
も

の
が
15
点
確
認
で
き
た
。
そ
の
数
か
ら
、
馬
は
２
体
以
上
、

他
は
４
体
以
上
が
確
実
で
あ
る
。
馬
は
尻
部
片
に
馬
具
表

現
が
あ
る
が
、
頭
部
の
資
料
に
は
轡
表
現
が
な
い
。
こ
れ

を
裸
馬
と
す
れ
ば
、
飾
馬
と
裸
馬
の
２
種
と
な
る
。
他
の

動
物
は
、
体
に
斑
点
を
描
く
鹿
の
み
が
確
実
で
あ
る
。
器

財
は
、
蓋
の
傘
部
や
壺
の
鍔
と
思
わ
れ
る
破
片
と
、
甲
冑

の
肩
部
ら
し
き
破
片
（
武
人
埴
輪
の
可
能
性
も
あ
る
）
が

あ
る
。
茨
城
県
内
で
器
財
の
例
は
少
な
く
、
注
目
さ
れ
る
。

　
以
上
か
ら
、
少
な
く
と
も
22
点
以
上
（
家
４
、
人
物
８
、

馬
３
、
鹿
な
ど
４
、
器
財
３
）
で
あ
り
、
人
物
・
動
物
は

さ
ん
　
ま
い  

づ
か

１．三昧塚古墳の墳丘と埴輪列
（斎藤ほか1960を一部改変、作成協力：杉本茉織）

２．後円部頂北西部の円筒埴輪列
（矢印が注記「17」の個体。当館蔵）

忽
那 

敬
三 

（
考
古
部
門
学
芸
員
）

茨
城
県
三
昧
塚
古
墳
の
埴
輪
と
そ
の
構
成

３．注記「17」の円筒埴輪
（重文附17。茨城県立歴史館蔵・
写真提供）

な
め
が
た

お
き
す

ふ
き
い
し

す
か
し
あ
な

た
ま
つ
く
り

き
ぬ
が
さ

つ
ば

ひ
ざ
ま
ず

さ
さ

く
つ
わ



ャ
チ
は
ク
ジ
ラ
目
ハ
ク
ジ
ラ
亜
目
マ
イ
ル
カ
科
に
分

類
さ
れ
、
ク
ジ
ラ
や
イ
ル
カ
な
ど
の
仲
間
と
し
て

扱
わ
れ
る
。
ハ
ク
ジ
ラ
は
「
歯
」
を
も
つ
ク
ジ
ラ
の
こ
と
を

指
す
。
仲
間
に
は
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
や
カ
マ
イ
ル
カ
な
ど
が

お
り
、
水
中
で
生
活
す
る
哺
乳
類
で
あ
る
。
上
下
合
わ
せ

て
40
本
前
後
の
歯
を
持
ち
、
魚
類
や
ペ
ン
ギ
ン
、
ク
ジ
ラ

な
ど
の
動
物
を
食
べ
る
。
体
長
は
約
１０
ｍ
ま
で
大
き
く
な

り
、
遊
泳
速
度
は
最
高
時
速
約
８０
㎞
と
哺
乳
類
最
速
を
誇

る
。
今
回
は
、
当
館
が
所
蔵
す
る
シ
ャ
チ
（
サ
カ
マ
タ
）

の
歯
を
紹
介
し
な
が
ら
シ
ャ
チ
と
縄
文
人
の
つ
な
が
り
に
つ

い
て
探
っ
て
い
く
。

　
当
館
が
所
蔵
す
る
シ
ャ
チ
（
サ
カ
マ
タ
）
の
歯
は
、
明

治
大
学
教
授
で
あ
っ
た
杉
原
荘
介
氏
が
、
千
葉
県
市
川
市

に
あ
る
貝
塚
を
調
査
し
た
際
、
貝
柄
塚
貝
塚
（
船
橋
市
古

作
貝
塚
の
一
部
。
縄
文
時
代
後
期
か
）
に
て
採
集
し
た
資

料
で
あ
る
。
長
さ
12
㎝
、
重
さ
は
80
ｇ
ほ
ど
で
先
端
は
丸

み
を
帯
び
て
お
り
、
加
工
痕
は
見
ら
れ
な
い
（
図
１
）。
補

足
す
る
と
古
作
貝
塚
は
、
２
点
の
土
器
か
ら
５０
点
以
上
の

貝
輪
が
出
土
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
大
規
模
な
馬
蹄
形
貝

塚
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

シ

　
縄
文
時
代
の
貝
塚
か
ら
ク
ジ
ラ
類
や
イ
ル
カ
類
の
骨
が

出
土
し
て
い
る
例
は
あ
る
が
出
土
量
は
少
な
く
、
縄
文
人

が
シ
ャ
チ
を
含
む
ク
ジ
ラ
類
の
漁
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
た

と
は
考
え
づ
ら
い
。
お
そ
ら
く
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
生
き

た
状
態
で
座
礁
し
海
へ
戻
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
海
に
戻

れ
ず
死
ん
だ
状
態
）
し
た
シ
ャ
チ
を
周
辺
の
集
落
と
共
に

解
体
し
、
各
集
落
に
分
配
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
実
際
、

東
京
湾
沿
岸
地
域
に
あ
る
横
浜
市
青
ヶ
台
貝
塚
（
縄
文
時

代
中
期
〜
後
期
）
や
松
戸
市
貝
の
花
貝
塚
（
縄
文
時
代

中
期
〜
晩
期
）
で
シ
ャ
チ
の
骨
や
歯
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

　
２
０
２
１
年
の
日
本
に
お
け
る
ク
ジ
ラ
・
イ
ル
カ
類
の

ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
２
７
２
件
に
対
し
、
シ
ャ
チ
は
２
件
の

み
で
あ
る
。
貴
重
な
例
と
し
て
、
福
岡
県
直
方
市
に
位
置

す
る
天
神
橋
貝
塚
か
ら
は
、
シ
ャ
チ
と
同
じ
く
希
少
な
マ
ッ

シ
ャ
チ
と
縄
文
人
の
つ
な
が
り

南
雲

　茜

〈参考文献〉

市川市史編纂委員会1971『市川市史』第１巻
吉川弘文館｠
杉原荘介1982 『市川市の貝塚』 （第三版）
市川市教育委員会
田邊由美子2000 「東京湾沿岸地域における
縄文時代の鯨類利用」『日本海セトロジー研究』第10号
pp.31-36
国立科学博物館 海棲哺乳類ストランディング
データベース
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福岡市博物館 アーカイブズ （企画展示 No.328 
土の中のクジラ）
http://museum.city.fukuoka.jp/archives/leaflet/
328/index.html

コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
歯
の
垂
飾
が
出
土
し
て
い
る
。
シ
ャ
チ
に
つ

い
て
も
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
比
べ
貴
重
な
存
在
で

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
歯
を
所
持
、
ま
た

は
装
飾
品
に
加
工
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
縄
文
人
に
魔
除

け
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
本
記
事
の
作
成
に
あ
た
り
市
立
市
川
考
古
博
物

館
の
領
塚
正
浩
氏
か
ら
貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

図1　シャチ（サカマタ）の歯

江戸アートエキスポ　書道展を３年ぶりに開催
NEWS 04

　
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る「
E
D
O 

A
R
T 

E
X
P
O

（
江
戸
ア
ー
ト
エ
キ
ス
ポ
）」は
、東
京
都
中
央
区
、千
代
田

区
、港
区
、墨
田
区
の
名
店
、企
業
、ホ
テ
ル
、神
社
仏
閣
や

文
化
・
観
光
施
設
な
ど
が
合
同
し
、既
存
の
施
設
を
パ
ビ

リ
オ
ン（
会
場
）に
見
立
て
て
、江
戸
か
ら
続
く
伝
統
や
文

化
、芸
術
を
紹
介
す
る
催
し
で
す
。当
館
も
江
戸
の
捕
者

や
刑
罰
を
テ
ー
マ
と
す
る
国
内
唯
一
の
博
物
館
と
し
て
関

連
展
示
会
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
年
は
コ
ラ
ム
展「
桜
田

門
外
の
変
と
延
岡
藩
」を
開
催
す
る
と
と
も
に
、付
随
す

る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る「
東
京
都
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る〝
江

戸
〞書
道
展
」会
場
を
３
年
ぶ
り
に
引
き
受
け
、各
企
業
賞

の
入
選
作
品
40
点
を
館
内
に
展
示
し
ま
し
た（
９
月
23
日

〜
10
月
11
日
）。な
お
、中
学
・
高
校
生
合
わ
せ
て
５
名
に

明
治
大
学
博
物
館
賞
を
授
与
し
て
い
ま
す
。

■
交
換
特
別
講
義
、
３
年
ぶ
り
の
対
面
授
業

　
去
る
５
月
24
日
、
南
山
大
学
黒
澤
浩
教
授
の
講
義
「
博
物
館
概
論
」
に
お
い
て
、

出
張
授
業
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。「
大
学
博
物
館
の
使
命
と
機
能
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

各
地
の
大
学
博
物
館
設
置
状
況
と
当
館
の
事
業
実
践
を
紹
介
し
、
73
名
が
受
講
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
一
昨
年
は
中
止
、
昨
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
で
し
た
が
、
名
古

屋
で
は
３
年
ぶ
り
に
対
面
授
業
が
実
現
し
ま
し
た
。
11
月
に
は
本
学
の
学
芸
員
養
成

課
程
「
博
物
館
実
習
」
の
講
義
を
黒
澤
教
授
に
ご
担
当
い
た
だ
き
、
南
山
大
学
人
類

学
博
物
館
の
実
践
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
す
。

■
交
換
展
示
も
３
年
ぶ
り
に
リ
ア
ル
展
示
が
実
現
　

南
山
大
学
人
類
学
博
物
館
の
マ
コ
ン
デ
彫
刻
た
ち

　
会
　
期
　
9
月
24
日
（
土
）
〜
11
月
5
日
（
土
）

　
会
　
場
　
常
設
展
示
室
考
古
部
門 

　
ア
フ
リ
カ
・
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
彫
刻
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
時
代
に
よ
っ
て
製
作
地
域
や
目
的
が
変

化
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
大
き
く
形
を
変
え
て
き
た
マ
コ
ン

デ
彫
刻
の
様
々
な
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

南山大学人類学博物館との交流事業NEWS 05

南山大学会場　
化石人類の系統と絶滅動物
―明治大学博物館コレクションより―
当館の旧石器時代関係資料を展示しています。

シェタニ像

＠名古屋

す
い
し
ょ
く



絵図の折り目や
毛羽立ちが、味のある
古文書らしさを伝えます。

￥150（税込）

関連グッズを製作！
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明治大学

平日　10:00～17:00（入館は16:30まで）
土曜　10:00～15:00（入館は14:30まで）

日曜・祝日　8月10日～16日　8/1～9/19の土曜
11月1日　12月26日～1月7日　1月17日

常設展無料
特別展は有料の場合があります。

79

79

ぜひ展覧会をグッズでもお楽しみください！

特別展「新しいお殿様 ―所替・その後―」

ま
す
き
ん
ぐ
て
え
ぷ（
日
本
東
西
道
中
画
）

巻
物
を
そ
の
ま
ま
プ
リ
ン
ト

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル（
延
岡
御
城
附
絵
図
）

延
岡
城
を
中
心
に
、内
藤
藩
の
臼
杵
郡
の
領
地
を
見
て
み
よ
う

江戸～西国の
果てしない道のりを、
お手元で辿ってください。

￥400（税込）

※写真はイメージです

月～金　10:00～16:30　土　10:00～12:30
※日曜日・祝日　8月10日～16日　8/1～9/19の土曜　11月1日　12月26日～2023年1月7日　1月17日は閉室
※販売品・価格・開室時間は変更する場合があります


